
H－38 配管の屋上スラブ貫通 単位 mm

施工方法

両流れのハト小屋

留意事項

① 配管は貫通部の前後で固定する。

② 2本以上の配管が貫通する場合、スリーブの外面間隔は 150mm以上とする。

③ ラギングのはぜ部は下部になるようにする。ラギング接続部・配管支持部はシールする。

④ 屋外に出る配管本数が複数の場合には、鋼板処理してもよい。ただし、鋼板はサッシ枠などを

使用して取り付ける。

⑤ 配管を施工・点検できるように、ハト小屋に点検口を設ける。


